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令和６年度 第３回 

葛飾区健康医療推進協議会 要点記録 

 

＜会議次第＞ 

１ 開会  

２ 会長挨拶 

３ 健康部長挨拶 

４ 協議事項 

  第３次かつしか健康実現プラン（案）について 

５ 閉会 

  

＜開会＞ 

健康部次長 本日は、お忙しい中ご出席を賜りましてありがとうございま

す。ただいまから令和６年度第３回葛飾区健康医療推進協議会

を開催させていただきます。 

健康部次長の下村でございます。会長に進行をお任せする前

まで進めさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

本日は傍聴の方が１名いらっしゃる予定となっております。 

また、本日の協議事項の第３次かつしか健康実現プランの策

定支援事業者が事務局側におりますのでご了承いただきたいと

思います。なお、議事録作成のため、音声を録音させていただ

きますので、こちらもご了承願います。 

 

 

＜会長挨拶＞ 

健康部次長 それでははじめに、本協議会の会長、亀井会長よりご挨拶を

お願いいたします。 

 

亀井会長 本協議会の会長の亀井美登里でございます。本日はお忙しい

中お集まりくださいまして、ありがとうございます。 

令和６年度３回目の会議となります。議題は今年度策定予定

の第３次かつしか健康実現プランの案について、でございます。 

前回の協議会で示された計画の素案に対します委員の皆様か

らのご意見やパブリック・コメント等を踏まえて作られた計画

案となります。どうぞ活発なご議論よろしくお願い申し上げま

す。 

 

 

 

別紙 
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＜健康部長挨拶＞ 

健康部次長 

 

ありがとうございました。 

続きまして、区側委員を代表して清古健康部長よりご挨拶申

し上げます。 

 

健康部長 健康部長の清古です。よろしくお願いいたします。 

事前にお送りいたしましたが、計画がようやく出来上がりま

した。コラムやイラストを入れてわかりやすく仕上げており、

前回の第２次かつしか健康プランと比べてページ数も200ペー

ジを下回り少しコンパクトになったかと思います。自殺対策計

画と食育推進計画を含めた３つの計画を合体させたものでし

て、最後の仕上げに対して皆様のご意見をいただきたいと思い

ます。 

また、パブリック・コメントの結果について、今回初めて小・

中学校の児童・生徒にもご意見を求めたところ、たくさんのご

意見をいただきました。区の関係課にも協力してもらい丁寧に

回答しております。計画が出来ましたらホームページにも掲載

予定ですので、是非ご覧いただきたいと思います。よろしくお

願いいたします。 

 

健康部次長 次に協議に入る前に本日の資料の確認をさせていただきま

す。資料は事前にお送りさせていただきましたが、お持ちいた

だいておりますでしょうか。 

 

  配布資料の確認 

健康部次長 それではこれからの議事進行につきましては、亀井会長にお

願いしたいと思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

＜協議事項＞ 

 第３次かつしか健康実現プラン（案）について 

会長 それでは本日の次第に従いまして、協議事項に移らせてい

ただきます。「第３次かつしか健康実現プラン（案）について」、

事務局から説明をお願いいたします。 

 

健康部次長 【資料１～５により説明】 

 

会長 ありがとうございました。 



3 

 

 

 

それでは、只今の説明につきまして、ご意見、ご質問等ご

ざいますか。 

 

副会長 パブリック・コメントで喫煙・受動喫煙に関することが４

件も来ており、意識があるということで大変良いと思います。 

しかし分煙の場所を増やすようにということで、喫煙をや

めるつもりではない意見もありますので、受動喫煙防止とと

もに、喫煙をやめさせるということも進めていただきたいと

思います。 

駅前に煙の出ない閉鎖型の喫煙所の増設が少しずつ進んで

いるところですので進捗を早めていただきたいです。また、

ＪＲだけでなく京成線も駅前の禁煙区画の設定や喫煙場所の

設置について、健康推進課が新しく補助金で喫煙場所を設け

ることを進めているようなので実現していただきたいと思い

ます。一方で、禁煙に関しては以前も話をしたかと思います

が、コンビニのレジにたばこを並べて買えるようにしている

ことは良くないので、未成年の方が見えないようなたばこの

販売について、条例やコンビニとの話し合いなど検討してい

ただきたいと思います。 

 

健康推進課長 公衆喫煙所の整備費助成について今年度から始めており、

たばこを吸わない人に受動喫煙が生じないように環境整備を

進めております。見えるところにたばこを置いているという

状況などについては、たばこに関わる人たちと協力しながら

対応をより一層進めてまいりたいと思っております。 

 

副会長 例えば来年度以降、受動喫煙防止宣言のようなもう少し受

動喫煙防止に関するアピールの方法を検討できないでしょう

か。 

 

健康推進課長 宣言のご提案いただきましたので、ご相談させてください。

また、昨年度から始めている禁煙外来の治療費助成がござい

ますが、昨年度より今年度の方が多くお申込みいただいてい

ることから禁煙をより達成できていると捉えております。こ

の取組がどんどん広がりたばこを吸う人が減ることで皆様の

健康が守れるようにと思っております。 

 

委員 

 

子どもの意見聴取についてですが、対象の学校はどのよう

に選ばれたのでしょうか。また、インターネット回答という

ことですが、これは各家庭でご家族と一緒に回答されたので
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しょうか。 

 

健康部次長 今回のアンケートは、教育委員会に依頼して子どもたちの

タブレットの掲示板に掲載しております。特に学校の指定は

しておりません。子ども向けの概要版も作りましたので、そ

れを先生方に授業で取り上げていただいたことで、これだけ

のご意見が集まったかと考えております。ご意見の中にはご

家族と考えられたようなご意見もあったかと思います。 

 

委員  自殺死亡率と65歳健康寿命について、それぞれ令和５年、

令和４年のデータとなっており、最新のデータの方が良いか

と思いますが、まだ出ていないのでしょうか。 

 

健康部次長  データは現時点の最新のものとなっております。 

 

委員  表記上で２つ気になりました。１つは資料３の８ページの

No19に「インセンティブにより健康づくりに取り組むきっか

けをつくる」とあり、趣旨は理解できますが、インセンティ

ブという用語が金銭的な報酬のような印象を与えるため、「動

機付けを高める工夫」のような中立的な用語にしても良いか

と思います。 

 もう１つは資料５の19ページの年代別の死因順位ですが、

10歳代の「糖尿病・不慮の事故・自殺」は順位的に同率のた

めこういう形になっているのでしょうか。 

 

健康部次長  １点目のインセンティブについては、確かにおっしゃるよ

うな懸念もあるかと思いますので、文言を修正させていただ

きたいと思います。 

 

健康部長  ２点目は、恐らく同数によるものかと思いますが確認いた

します。 

 

委員 先日、報道で小中高生の自殺が増えているとありました。

その前段階として、不登校が増えている印象があり、子ども

もですが保護者が悩んで、どこに相談していいかわからない

ということがあると思います。スクールカウンセラーに相談

しようとしても、スクールカウンセラーも忙しくて予約が取

れない状況であり、保護者のフォローが出来ないのではない

かと思います。学校に任せるのではなく自治体が支援をして、

学校以外の場所での相談はなかなかハードルが高いので近く
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に相談しやすい場所があると良いと思います。アンケートの

中にもありましたが、話を聞いてくれるだけでいいというこ

とはあると思います。 

 

健康部長 教育委員会とも相談したいと思います。 

 

副会長 スクールカウンセラーが行っても本人や親が受け入れられ

ず対応が困難な一方で、専門の医療機関が区内にほとんどな

く、そこにも行けない方たちもいます。どう精神的にサポー

トするかが難しく、アウトリーチという形で区からのサポー

トも必要だと感じています。医療と結び付けた精神的なケア

をどうするかが大事ではないかと思います。 

また、資料の子どもの意見の中にもありましたが、「インタ

ーネット中毒を減らす」や「ゲームをやりすぎない」といっ

た自覚はありながらもできないことがありますので、インタ

ーネット中毒、ゲーム依存など是非積極的に対応していただ

きたいと思います。先程の不登校の話もその裏には SNS での

誹謗中傷が隠れていることも多々ありますので、インターネ

ット・SNS との付き合い方を学校教育で親も含めてご検討い

ただければと思います。 

 

健康部次長 

 

 

教育委員会としっかり連携を取りながら、健康部でも何が

できるか受け止めていきたいと思います。ゲーム依存に関し

ましても、計画に依存症対策を入れさせていただきましたの

で、対応含めて検討させていただきたいと思います。 

 

副会長 パブリック・コメントの最初にある子どもの虐待等につい

て、児童相談所が出来て対応も充実してきていますが、区内

の保育園に通っている子どもで、はっきりと虐待とは言えな

いが虐待が疑われるといったことがあります。区に相談窓口

はありますがなかなか現場等に向かえておらず、医療機関も

確実にそうだと言えるものは対応できますが怪しいというも

のには対応できません。虐待・不登校に関するアウトリーチ

的な事業が必要だと思います。 

 

青戸保健センター所長 妊娠期を機会に様々な相談を受け、何か心配なことがあれ

ば支援していますが、もう少し予防的な支援という形で、子

ども家庭センターが来年度出来ますが、若年の妊婦やシング

ルについて、そういうシグナルがなくてもこちらから伺いに

行くような体制を作っていこうかと思っております。 
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子ども家庭支援課長 先程の話にも通じますが、学校からは不登校の子どもでし

ばらく来ていないので安否確認が出来ていないという話をい

ただくことや、不登校の子どもの親からの相談が子ども総合

センターにございます。状況によりますが、アウトリーチを

して会ってお話を聞くということもしており、学校とも協力

しながら進めています。 

 

副会長 青戸保健センター所長の話について、区内の妊婦をどれく

らいカバー出来ていますか。母親が妊娠前後から悩んでしま

い、虐待に繋がることがあるのではないかと思いますが、ど

ういった方々を対象に対応していますか。 

 

青戸保健センター所長 妊娠届を機会に相談につなげることについては、基本的に

は出産前にほとんどの母親と連絡を取り合っています。面接

率は約90％になりますが、最終的に出産するまでの間にほと

んどの方と連絡を取り合います。妊婦面接の時にご心配なこ

とがあったり、こちらから支援が必要だと判断する場合には、

出産後の赤ちゃん訪問や２か月児の会といって４か月児健診

を待たずに会う機会をご提案したりと４か月児健診までにほ

とんどの母親と何らかの形でコンタクトを取っています。 

 

副会長 その中で虐待の兆候の拾い上げは出来ますか。注意が必要

であるとか児童相談所や子育ての相談窓口などに行かなけれ

ばいけない場合どのように対応していますか。 

 

青戸保健センター所長 

 

 特定妊婦と言われますが、妊娠中から心配な方に関しては、

子ども家庭支援センターと一緒に対応したり連絡を取り合い

ます。おおよそですが妊娠中から１歳６か月、３歳くらいま

で追いかける方は１割程度いらっしゃいます。児童相談所、

子ども家庭支援センターと一緒に対応している方は数パーセ

ント程度になりますが、保健センターは子ども家庭支援セン

ターや児童相談所よりもう少し広い形で、要支援妊婦という

呼び方を私たちはしていますが、生活も含めて一緒にご相談

する方は１割程度というところです。 

 

副会長  今の数パーセントの人を継続的に対応していくことが今後

の予防に向けて大事だと思いますので、連携して進めていた

だきたいと思います。母親自身が精神疾患であるとか今後問

題だなという場合、その子どもも問題になることが多いです

がそういった方のケアは上手くできていますか。 



7 

 

子ども家庭支援課長 子ども家庭支援課で関わっている親子で、母親が精神疾患

を抱えているという方は、確かにかなりいらっしゃいます。

親の体調で子どもの育児が辛くなる時もあるため、ショート

ステイ事業を利用して預かったり、保育園と情報を密にしな

がら母親、父親の様子と併せてケアをしている状況です。 

 

委員 虐待について、葛飾区の３歳児のむし歯の割合は減ってい

ますが、一部の子どもはむし歯が多い状況です。むし歯が多

い子どもの中には虐待やネグレクトが多いので、そういう子

どもを持つ家庭に特に注意していただけると、スクリーニン

グしやすくなるのかなと思います。 

 

青戸保健センター所長 １歳６か月児健診、３歳児健診で歯科健診を実施しており、

健診後、従事者の方達とカンファレンスを行い、一人一人の

入室する様子や口の中の汚れ、むし歯の状況の振り返りをし

ております。母親がニーズに気づいていない時でも私たち周

りの者からアプローチをどうできるのか、カンファレンスを

大事にしながら支えていくことにつなげていきたいと思いま

す。 

 

委員 スポーツをする子どもとしない子どもの二極化の中で、特

に小学生の体力が低下しているという結果が出ております。 

スポーツを進める学校では体育の授業や放課後の学童保育

クラブ、わくわくチャレンジ広場など多種多様にありますが、

それ以外の方が公園で野球やサッカーなどをできる環境が非

常に少なく、規制もされています。スポーツをしない子ども

にどのようにしてスポーツをしてもらうかが健康づくりにつ

ながるのではないかとスポーツ協会でも色々と検討していま

すが、学校教育の中で体力づくりができるように力を貸して

いただきたいと思います。 

また、前回もお話させていただいたように総合型地域スポ

ーツクラブが現在２か所しかなく、本来の７か所という形を

取ることができれば、地域で健康づくり、スポーツができる

と思っています。 

 

健康部次長 ご要望を受け止めて、本日は教育次長不在ですがお伝えし

たいと思います。 

 

副会長 資料５の53ページについて、今回POBSフレイルにHEを加

えていただき、ヒアリングとアイに対応していただけるとい
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うことで大変感謝しています。 

そのヒアリングに関して、加齢に伴うヒアリングロスもあ

る一方で、職業上で大きい音を聞く環境でも難聴になってし

まいますが耳栓をするように言ってもなかなかしません。葛

飾区はほぼ中小企業ですので、一定の騒音環境だと確実に耳

がやられてしまうと言われる中で耳栓がされていないといっ

た現状を打開するため、医師会にある地域産業保健センター

でもアナウンスはしていますが、区からも加齢だけでなく職

業性の難聴に対する対応も検討してもらいたいと思います。 

 

健康推進課長 今回働く方の健康づくりも取り組むこととしておりますの

で、関係機関と連携しながら普及啓発を進めていきたいと思

います。 

 

委員 子どもの意見聴取に給食や食事のことが挙げられていて、

美味しいものが出れば子どもたちはいいのかなというイメー

ジだったのですが、健康を考えて食事を摂るということを自

覚している子どもが少し増えてきたような気がして嬉しく思

っております。 

また、聖栄大学もかつしか元気食堂ということで、広く栄

養を摂るために足りないものをどう摂るかという活動をして

います。今後もこの活動をご支援いただくとともに、もう少

し幅広く栄養教育を広めることで、子どもたちが理解すると

その子どもも健康的になると思います。 

もう一点、いじめなど色々な問題に学校の先生が関わるこ

とが多いかと思います。親のケアという話は出ましたが、教

員のケアはどうなっているのかなと思いました。 

 

委員 教員のメンタルヘルスは大きな問題だと思っていまして、

東京都でも区でも取り組んでいただいていることはありま

す。アウトリーチ型の健康相談として、希望する学校には心

理士が来てメンタルヘルスケアをしてくれますし、新規採用

の教員には必ず心理士が来て、どういう状況か把握した上で、

管理職にアドバイスをしてくれるという取組もあります。た

だそれだけで十分かというとなかなかそういうわけにもいか

ないところです。 

また、子どものケアにスクールカウンセラーの話がありま

したが、東京都のスクールカウンセラーが小中学校とも一人

ずつ派遣されていますが、週１回だけとなっています。中学

校の場合は区のスクールカウンセラーが週２回派遣されます
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ので、合わせて週３回来てくれていますが、小学校は特別な

事情がない限り東京都から派遣される一人のみとなります。

量と質というところで、学校としても是非お願いしたいと思

います。 

 

副会長 教員のケアは非常に大事だと思っています。学校の先生の

健康診断は校医が行っていますが、健診結果だけの対応とな

っており、通常は従業員の健診結果は当然として時間外労働

やストレスチェックの結果を踏まえてケアをするのが産業保

健の原則です。恐らく小学校、中学校は従業員が50人未満の

小規模扱いとなるので、産業医の選定義務はないということ

になりますが、ストレスチェックは実施していただき、問題

のある方は時間外労働が過重になっていないか、カウンセラ

ーだけでなくて精神科医や産業医につなげる体制を検討して

いただきたいと思います。 

 

委員 ストレスチェックは実施されていて、その結果でアドバイ

スはフィードバックされますが、産業医が区全体にはいらっ

しゃいますが学校に一人というわけでなく、そのあたりは薄

いかと思います。 

また、環境面でも会社であれば社員の休憩場所があると思

いますが、なかなか学校ではそういう場所が取れず、教室で

さえ足りないという状況があり、職場環境がどれだけ整って

いるかという点も十分ではないのかなと感じています。 

 

副会長  ストレスチェックが出来ているのであれば、そこで問題の

ある方は、本来は産業医と面談といった形になります。中学

校では何校か集めてそれに対して産業医３、４人で組んでい

ると思うので、そういった形で精神的なストレスのある方に

対応できればと思います。 

また、教員の時間外労働はすごく難しいと思いますが、時

間外労働が多い方のサポートを産業医交えて出来ないかと感

じているところです。 

 

委員 時間外労働につきましては 45 時間以内と決められていま

すが、80時間を超えた場合は希望によって産業医との面談が

あり、100 時間を超えると強制的に面談ということでフォロ

ーされているところです。 

 

委員 学校の先生は労働時間が多いということで大変難しい部分
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ではありますが、小学校には学童保育クラブ、わくわくチャ

レンジ広場等がございまして、そこには資格のある方がいら

っしゃるのではないかなと思います。そういう方は、先生み

たいにサポートはできなくとも、最初に話を聞けるのではな

いかなと感じました。 

 

副会長 プランに今回まとめていただいたコラムを見ましたが、良

い内容が多くて区報の年間スケジュール分くらいはあるの

で、毎月１個掘り下げて区報に入れてもらえると良いのでは

ないかと思います。 

もう１点、今回の副題について、案２をアレンジして、「葛

飾で末永く健康でこころ豊かな暮らしを実現するために」と

してはどうかと思います。 

 

委員 案３はどうしても環境整備というと区から提供するだけで

「何をしてくれるのだろう」みたいになるのが嫌だなと思い

ました。案２が良いかと思っていましたが、副会長の案に「末

永く」という言葉が入っていて最後まで健康でいられるのが

良いなと思いました。副会長の意見に賛同します。 

 

委員 私たちが対象にしているのは高齢者がほとんどですので、

「末永く健康で」というのは良いと感じました。 

 

委員 私も「末永く健康で」というのは良いと思います。自ら健

康を守っていくという、こちらから働きかけるというよりも

自身が健康になるという思いを乗せた形が良いのではないか

と思います。 

 

委員 私も「末永く」と「こころ豊かで」が良いと思いました。 

 

会長 今出ている案をもう１度確認しますと、「葛飾で末永く健康

でこころ豊かな暮らしを実現するために」という案でいかが

でしょうか。 

 

委員 最初の「葛飾で」は、「第３次かつしか健康実現プラン」で

かつしかと言われているので、「末永く健康でこころ豊かな暮

らしを実現するために」という副題の方が、あまり長いのも

どうかとは思いますのでいかがでしょうか。 

 

会長 「葛飾で」は、「第３次かつしか健康実現プラン」で明記さ
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れているので、削って「末永く健康でこころ豊かな暮らしを

実現するために」ということでよろしいでしょうか。 

 

 

（反対意見なし） 

 

会長 それでは副題につきましてはこの案で協議会として提案さ

せていただきます。 

その他にご意見等ございますか。 

 

委員 資料５の 58 ページの健康長寿筋肉元気健康診査がまだ少

ないと思います。区でも健康診断や節目健診で、筋力や骨密

度を測る機会はあると思いますが、その場だけではなく気楽

に身近で測れる機会があれば自分の骨量とか筋力量が低下し

ていることがもっと早くわかるのではないかと思います。 

 

健康推進課長 現在は健康長寿筋肉元気健康診査という形での実施になっ

ております。今お話しいただいたとおり身近で測定できる場

があれば、ご自身で気にしていただけるかと思いますので、

考えていきたいと思います。 

 

副会長 健康長寿いきいき健康診査と健康長寿筋肉元気健康診査で

すが、健康長寿いきいき健康診査は76歳と81歳が対象で２

年あって受診者数が多いのですが、健康長寿筋肉元気健康診

査は70歳だけなので、是非65歳を増やしてもらいたいと要

望を出しているところです。 

また、葛飾区の特定健診と長寿健診の受診率はかなり高い

ですが、一方で健康長寿いきいき健康診査と健康長寿筋肉元

気健康診査、福祉部のもの忘れ予防健診の受診率はあまり高

くありません。いずれも用紙がバラバラで別対応になってい

るので、節目のものはまとめていただけると郵便料金が高く

なったことにも対応できます。以前から善処とは言われてい

ますが、一歩進めて実現していただきたいと思います。 

 

健康推進課長 福祉部とも話し合いは続けているところですが、今はまだ

形になっていない状況です。一体的、効率的にと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 
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＜その他事項＞ 

会長 他にご意見等ございますか。 

 

 

 （意見なし） 

 

 

＜閉会＞ 

会長 

 

事務局から連絡事項をお願いいたします。 

 

健康部次長 委員の皆様方、活発なご議論ありがとうございました。本協

議会の会議録でございますが、事務局で概要をまとめ、本協議

会の会長、副会長にご確認いただき、区の公式ホームページに

掲載させていただきます。 

次に、今後のスケジュールでございますが、今年度につきま

しては、本日が最終となります。第３次かつしか健康実現プラ

ンにつきましては、いただいたご意見をもとにこの後、庁内手

続きを経て策定し、冊子として出来上がり次第お送りをさせて

いただきたいと思います。 

また、来年度につきましては改めてご連絡させていただきま

すが、委員の皆様の任期が令和７年８月 31 日に満了となりま

す。９月以降の開催になる場合は、新たに委嘱された方にご連

絡いたしますのでご了承いただきたいと思います。委員推薦の

手続きにつきましては、委員の皆様が所属されている団体あて

にご依頼をさせていただきますので、よろしくお願いいたしま

す。 

事務局からは以上でございます。 

 

会長 ありがとうございます。 

それではこれをもちまして、令和６年度第３回 飾区健康医

療推進協議会を閉会させていただきます。 

議事進行にご協力いただき、誠にありがとうございました。 

 

（終 了） 

 


